
　
臼
井
副
委
員
長
に
よ
る
開
会
挨
拶

で
は
、行
政
面
、社
会
面
か
ら
個
人
タ

ク
シ
ー
へ
の
批
判
が
指
摘
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
受
け
止
め
た
上
で
、
お
互
い

に
浄
化
し
合
っ
て
業
績
を
高
め
る
と

い
う
意
思
統
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
木
村
委
員
長
と
富
井
専
務
理

事
の
話
が
続
き
、「
最
近
の
適
正
化

状
況
に
つ
い
て
」
と
い
う
ビ
デ
オ
で

は
、
田
町
駅
前
周
辺
の
状
況
を
放

映
。

　
続
い
て
譛
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
小
澤
課
長
に
よ
る
指
導
講
習
が

行
わ
れ
、
奥
山
街
頭
営
業
適
正
化
特

別
委
員
の
閉
会
挨
拶
の
後
、
出
席
者

は
誓
約
書
を
作
成
、
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
指
導
講
習
会
は
平
成
９

年
に
始
ま
り
、
す
で
に
10
年
近
く
続

け
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
題
の

「
な
ぜ
、
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
る
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
お
分
か
り
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
皆
さ

ん
の
な
か
に
は
「
俺
の
や
っ
た
こ
と

な
ん
て
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
の
個
人
タ
ク
シ
ー

の
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
よ
く
理
解

し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
の
行
為

は
業
界
全
体
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
か
ら
50
年
近
く
前
の
昭
和
34
年

に
１
７
３
名
の
先
輩
方
が
個
人
タ
ク

シ
ー
の
団
体
を
立
ち
上
げ
、
法
人
タ

ク
シ
ー
に
刺
激
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
法
人
タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
は
非
常
に
評
判
が
悪
く
、「
個
人

タ
ク
シ
ー
は
業
界
の
質
を
向
上
さ
せ

た
」
と
社
会
か
ら
喝
采
を
浴
び
ま
し

た
。
今
、
東
京
都
に
は
１
万
８
千
人

の
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
い
る
わ

け
で
す
が
、
当
時
と
は
一
変
し
て
業

界
は
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
行

政
も
社
会
も
、
わ
れ
わ
れ
を
温
か
い

目
で
は
見
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
個
人
タ
ク
シ
ー
は
法
律
上

の
保
護
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
乗
禁
地
区
営
業
、
メ
ー
タ
ー
不
使

用
、
乗
車
拒
否
な
ど
の
不
適
切
営
業

を
重
ね
る
こ
と
で
「
個
人
タ
ク
シ
ー

不
要
論
」が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。個
人

タ
ク
シ
ー
は
、
国
土
交
通
省
の
通
達

一
本
で
そ
の
よ
う
な
動
き
が
現
実
化

す
る
業
界
な
の
で
す
。今
こ
そ
、昔
の

よ
う
に
社
会
や
行
政
か
ら
応
援
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
個
人
タ
ク
シ
ー
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
目
先

の
利
益
を
追
い
、「
自
分
さ
え
良
け
れ

ば
い
い
」と
考
え
る
の
で
は
な
く
、10

年
、
20
年
後
を
見
据
え
た
営
業
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
前
年
度
の
営
業
適
正
化
の
取
り
組

み
は
、
委
員
を
は
じ
め
40
人
の
推
進

指
導
員
が
各
地
区
で
指
導
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
一
番
問
題

視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
不
適
正
待
機

に
よ
る
道
交
法
上
の
問
題
。
悪
質
な

営
業
行
為
に
つ
い
て
は
各
団
体
に
通

報
し
処
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
街
頭
指

導
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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ま
た
、
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

苦
情
は
２
５
８
件
（
平
成
17
年
度
）

で
、
前
年
度
よ
り
も
61
件
増
え
て
い

ま
す
。
内
容
は
接
客
態
度
不
良
が
43

％
を
占
め
て
お
り
、
他
に
も
運
転
マ

ナ
ー
や
料
金
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
々
月
の
総
会
で
も
、
国
土
交
通

省
自
動
車
交
通
局
の
幹
部
の
方
が

「
個
人
タ
ク
シ
ー
は
公
共
輸
送
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
厳
し
い
評
価
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

モ
ニ
タ
ー
の
声
を
集
計
し
た
結
果
も
、

個
人
タ
ク
シ
ー
は
「
忘
れ
物
に
対
す

る
注
意
」「
言
葉
づ
か
い
」に
つ
い
て
、

法
人
よ
り
も
か
な
り
評
価
が
低
い
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
規
制
緩
和
以
降
、
都
内
の
営
業
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
個
人
タ
ク
シ
ー
が
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
業
界
全
体
の
質

の
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
全
国
社
団
が
行
っ
て
い
る

「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
５
ヵ
年
計
画
」

を
さ
ら
に
充
実
、
実
効
あ
る
も
の
に

し
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
も
一
層
周
知

徹
底
を
し
て
、
参
加
し
や
す
い
手
続

き
に
す
る
な
ど
の
一
部
ル
ー
ル
の
変

更
も
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
当
協
会
で
は
、
街
特
委
員
を
中
心

に
、
推
進
指
導
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
不
適
正
営
業
の
是
正
に
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
出
席
者

の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
の
法
人
個
人
合
わ
せ

て
の
指
導
件
数
は
１，
１
２
８
件
。

前
年
度
よ
り
も
98
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
多
く
は
メ
ー
タ
ー

不
使
用
と
乗
禁
地
区
営
業
で
あ
り
、

「
う
っ
か
り
忘
れ
た
」
と
い
う
理
由

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
メ
ー
タ
ー
に
関

し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
の
価
格
と
走
行

距
離
、
運
転
者
の
労
働
時
間
の
適
正

さ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
正
し
く
使
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
乗
禁
地
区
で
の
乗
り
入

れ
に
つ
い
て
は
運
転
者
の
心
掛
け
一

つ
で
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
は
、
ラ
ン
ク

制
度
に
反
映
さ
れ
る
事
案
を
過
去
３

年
以
内
に
２
件
報
告
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、１
回
目
に
指
導
さ
れ

た
と
き
に
よ
く
反
省
し
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
い
た
な
ら
、２
回
目
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。今
後
の
営
業
に
関
し
て
は
違
反
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
営
業
の
基
本
で

あ
る
接
客
や
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て

も
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。「
安
心
、
安
全
、
そ
し

て
や
さ
し
い
」
そ
ん
な
個
人
タ
ク

シ
ー
を
目
指
し
、
経
営
者
、
事
業
者

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
ま
ず
は

基
本
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
徹
底
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

第
29
回
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
指
導
講
習
会

基
本
を
徹
底
し
、

サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を

８
月
29
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分
か
ら
、
譖
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

協
会
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
29
回
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
指
導
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
２
月
の
第
28
回
講
習
会
に
続
き
、今

回
も
過
去
３
年
以
内
に
２
件
以
上
の
指
導
が
報
告
さ
れ
て
い
る
事
業

者
及
び
所
属
団
体
役
員
各
７
名
が
出
席
。街
特
委
員
立
ち
会
い
の
下
、

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

２
時
間
に
わ
た
る
講
習
で 

意
思
統
一 

な
ぜ
、あ
な
た
が 

こ
こ
に
い
る
の
か
？ 

〜
木
村
委
員
長 

個
タ
ク
業
界
の 

厳
し
い
環
境
に
自
覚
を 

〜
富
井
専
務
理
事 

「
安
心
、安
全
、や
さ
し
い
」

個
人
タ
ク
シ
ー
に 

〜
小
澤
指
導
二
課
長 
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「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
発
進

外
か
ら
見
た
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成18年9月号 第387号　盪

「運輸安全マネジメント」について説明する栗本主席
自動車監査官

第
４
回
理
事
会
の
焦
点

　
平
成
18
年
度
第
４
回
理
事
会
が
９

月
12
日（
火
）午
後
１
時
か
ら
協
会
大

会
議
室
で
、
理
事
定
数
28
名
全
員
が

出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
会
長
は
先
日
行
わ
れ
た
団
体
長

及
び
中
核
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
つ
い

て
触
れ
「
今
回
の
研
修
会
で
は
正
副

会
長
が
講
師
を
務
め
、
マ
ス
タ
ー
ズ

制
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し

た
。
今
後
各
団
体
で
研
修
会
の
場
を

作
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
こ
ち
ら
で
も

時
間
を
取
っ
て
説
明
し
に
行
き
ま

す
。
ぜ
ひ
わ
れ
わ
れ
を
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
引
き

続
き
事
業
活
動
や
共
済
収
支
、
各
委

員
会
等
の
７
項
目
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
報
告
の
後
、
関
東
運
輸
局
自
動
車

業
務
監
査
指
導
部
栗
本
首
席
自
動
車

監
査
官
（
旅
客
）
に
よ
る
「
運
輸
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
要
説
明
」
が
あ

り
ま
し
た
。
交
通
事
故
の
多
発
し
て

い
る
深
刻
な
状
況
を
打
破
す
る
た

め
、
平
成
18
年
10
月
か
ら
、
す
べ
て

の
運
送
事
業
者
は
「
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
を
導
入
し
、
絶
え
ず
輸

送
の
安
全
性
向
上
に
努
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
通
達
で
は
「
平
成
18
年
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
つ

い
て
」
を
含
む
２
項
目
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
回
の
議
題
で
あ
る

「
第
14
回
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
懇

談
会
の
開
催
に
関
す
る
件
」「
街
頭
営

業
適
正
化
指
導
規
定
の
一
部
改
定
に

関
す
る
件
」「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者

感
謝
の
日
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
に
関
す

る
件
」
に
つ
い
て
の
審
議
に
入
り
、

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
事
業
者
の

深
刻
な
不
適
正
行
為

　「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
要

説
明
」
と
合
わ
せ
て
、
関
東
運
輸
局

小
泉
自
動
車
監
査
官
か
ら
「
個
人
タ

ク
シ
ー
に
か
か
る
苦
情
申
告
の
主
な

例
」
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

過
去
６
ヵ
月
に
寄
せ
ら
れ
た
個
人
タ

ク
シ
ー
に
対
す
る
苦
情
を
一
部
紹
介
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
重
く
受
け
止
め
、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
早
急
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
横
断
歩
道
を
半
分
く
ら
い
渡
っ
た

と
き
、
大
通
り
を
右
折
し
て
き
た
個

人
タ
ク
シ
ー
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
あ

る
の
に
そ
の
乗
務
員
は
私
の
こ
と
を

に
ら
み
つ
け
て
走
り
去
っ
た
。

②
個
人
タ
ク
シ
ー
に
は
か
な
り
迷
惑

し
て
い
る
。
重
点
的
な
取
り
締
ま

り
、
営
業
許
可
の
取
り
消
し
な
ど
の

対
応
は
取
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（
二
重
駐
車
、
方
向
指
示
を
出
さ
ず

に
路
線
変
更
、
強
引
な
割
り
込
み
、

信
号
無
視
な
ど
）

③
個
人
タ
ク
シ
ー
が
、
横
断
歩
道
に

後
輪
が
載
っ
て
い
る
形
で
駐
車
し
て

い
た
。
運
転
手
に
対
し
注
意
し
た
と

こ
ろ
、
口
論
に
な
っ
た
。

④
個
人
タ
ク
シ
ー
が
急
に
割
り
込
み

を
し
て
き
た
。
次
の
交
差
点
で
は
左

車
線
に
並
び
、
窓
を
開
け
暴
言
を
吐

い
て
き
た
。
そ
の
後
火
の
つ
い
た
タ

バ
コ
を
車
に
投
げ
つ
け
て
き
た
。

安
全
対
策
委
員
会

委
員
長
　

金
子
憲
一

安
全
運
転
・
無
事
故
無
違
反
は
個
人
タ
ク
シ
ー
の
使
命

　
世
論
の
支
持
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
個
人
タ

ク
シ
ー
も
、
は
や
四
十
数
年
。
そ
の
間
、
常
に

安
全
・
安
心
な
個
人
タ
ク
シ
ー
は
自
他
共
に

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
今
の
交
通
戦
争

と
い
わ
れ
る
中
、
い
か
に
し
て
一
つ
で
も
事

故
を
減
ら
し
、
全
員
無
事
故
で
安
全
・
安
心
な

個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
を
作
り
上
げ
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
を
委
員
会
を
通
し
て
検
証

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ

て
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の

推
進
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

副
委
員
長
　

原
川
良
則

1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234

委
員
会
正
副
委
員
長
紹
介

９
月
12
日
現
在

安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
を
広
く
検
討

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

　
９
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
開
会
。

議
題
２
　
平
成
18
年
度
セ
ー
フ
テ
ィ

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

及
び
コ
ン
テ
ス
ト
達
成
率
向
上
施
策

の
検
討
に
関
す
る
件

　
達
成
率
向
上
の
た
め
、
会
長
・
担

当
副
会
長
・
委
員
長
か
ら
参
加
者
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
付
。
次
年
度
は

事
業
者
・
利
用
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
安

全
宣
言
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
参
加

者
が
車
内
に
掲
出
す
る
。

議
題
７
　
年
末
・
年
始
安
全
総
点
検

ス
テ
ッ
カ
ー
に
関
す
る
件

　
本
年
度
は
紺
地
に
白
抜
き
で
、
例

年
通
り
11
月
上
旬
に
２
０，
０
０
０

枚
作
成
す
る
。

個
人
タ
ク
シ
ー
「
利
用
者
感
謝
の
日
」
Ｐ
Ｒ
活
動

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

　
個
人
タ
ク
シ
ー
「
利
用
者
感
謝
の

日
」
で
あ
る
12
月
１
日
、
次
の
通
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
、利
用
者
に
は
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も

に
、業
界
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
マ

ス
タ
ー
ズ
制
度
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
。
事
業
者
に
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制

度
の
再
認
識
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

参
加
者
　
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
参
加
者

事
業
者
　
８，
８
８
８
名

　
　
　
　（
平
成
18
年
６
月
１
日
現
在
）

実
施
内
容

１
　
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
参
加
事
業
者

が
、
車
内
に
お
い
て
ス
ク
ラ
ッ
チ

カ
ー
ド
を
利
用
者
に
配
布
す
る
。

（
一
人
５
枚
）

２
　
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
に
は
、
マ

ス
タ
ー
ズ
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
掲
載
。

３
　
ス
ク
ラ
ッ
チ
（
３
ヵ
所
）
を
削

る
と
☆
マ
ー
ク
が
現
れ
、
☆
の
数
に

よ
り
マ
ス
タ
ー
賞
、
ふ
た
つ
星
賞
、

ひ
と
つ
星
賞
当
選
と
す
る
。

４
　
当
選
者
は
、
官
製
は
が
き
に
ス

ク
ラ
ッ
チ
部
分
を
貼
り
付
け
応
募
す

る
と
、
賞
品
が
送
ら
れ
て
く
る
。

５
　
両
団
体
に
も
協
力
を
求
め
る
。

（
東
個
協
９，
０
０
０
枚
、
都
営
協

６，
０
０
０
枚
）

実
施
時
期
　
平
成
18
年
12
月
１
日
に

一
斉
に
配
布

応
募
締
切
日
　
平
成
18
年
12
月
末
日

当
日
消
印
有
効

賞
品

マ
ス
タ
ー
賞

　
ｉ
ｐ
ｏ
ｄ 

ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

　 

20
名
様

　（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
）

ふ
た
つ
星
賞

　
マ
ジ
軽
ラ
イ
ト
　
　
１
５
０
名
様

　（
電
池
の
い
ら
な
い
自
転
車
ラ
イ
ト
）

  

ひ
と
つ
星
賞

ク
オ
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
）

　
９
０
０
名
様

※
参
加
事
業
者
に
は
全
国

個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東

支
部
作
成
の
絆
創
膏（
一
人

６
枚
）と
合
わ
せ
て
配
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
12
月
１
日
か

ら
一
斉
に
配
布
し
て
く
だ

さ
い

12
月
１
日
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東
京
運
輸
支
局
長
に
よ
る
運
転
者
表
彰

い
つ
で
も
「
安
全
第
一
」
の
運
転
を

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
長
に
よ
る
平
成
18
年
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
運
転
者
表
彰
式
が
、
９
月
19
日
午
後
２
時
か
ら
品
川
区
総
合
区
民
会

館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
タ
ク
シ
ー
部
門
の
表

彰
は
57
名
（
事
業
者
）。
受
賞
者
を
代
表
し
て
横
山
勇
さ
ん
（
板
協
）
が

土
屋
信
乃
夫
支
局
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

土
屋
信
乃
夫
東
京
運
輸
支
局
長
　
式
辞

国
民
の
信
頼
に
応
え
る

精
進
を

　
厳
し
い
交
通
環
境
の
中
、
神
経
を

集
中
し
日
々
運
転
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
を
本
日
こ
の
席
で
表
彰
す
る
こ
と

が
で
き
、
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
国

民
の
暮
ら
し
が
安
心
・
安
全
で
便
利

で
あ
る
の
は
、
皆
さ
ん
の
活
躍
が
あ

る
か
ら
で
す
。
国
民
生
活
、
産
業
・
経

済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
運
輸
・
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
は
皆
さ
ん

の
創
意
工
夫
が
何
よ
り
大
事
で
す
。

　
安
全
運
転
・
安
全
輸
送
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
は
、
運
輸
業
界
そ
の
も

の
の
存
在
す
ら
危
な
い
、
と
誰
よ
り

も
強
く
感
じ
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
で

し
ょ
う
。
こ
の
表
彰
を
機
に
運
輸
・

運
送
業
務
の
重
要
性
と
使
命
を
再
認

識
し
、
さ
ら
な
る
向
上
と
後
進
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

原
　
勇
会
長
　
祝
辞

支
援
あ
っ
て
の
受
賞
を

か
み
し
め
て

　
各
業
界
で
活
躍
さ
れ
る
優
良
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。与
え
ら
れ
た
使
命
を
、責

任
を
持
っ
て
果
た
す
活
躍
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
技
術
、
マ
ナ

ー
と
も
に
多
く
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

に
と
っ
て
手
本
で
あ
り
、
目
標
で
す
。

こ
の
表
彰
は
皆
さ
ん
の
努
力
に
加
え
、

職
場
の
仲
間
や
会
社
・
団
体
、家
族
の

支
援
が
あ
っ
て
の
栄
冠
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
い
て
く
だ
さ
い
。

　
運
輸
事
業
の
根
幹
は
「
安
全
運

転
」。
安
全
こ
そ
が
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
東
京
都
内
の
交
通
事
故
件

数
は
減
少
に
向
か
っ
て
い
る
一
方

で
、
飲
酒
に
よ
る
事
故
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

飲
酒
運
転
、
検
問
無
視
と
い
う
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
不
祥
事
も
あ
り

ま
し
た
。
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

の
責
任
感
、
熱
意
、
仕
事
へ
の
誇
り

が
あ
っ
て
こ
そ
の
無
事
故
無
違
反
で

す
。
ど
う
ぞ
気
を
引
き
締
め
て
ハ
ン

ド
ル
を
握
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
賞
の
言
葉
　
横
山
　
勇
さ
ん
（
板
協
）

自
分
の
た
め
に
　

仲
間
の
た
め
に

　
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
っ
て
25
年
、

日
々
の
積
み
重
ね
と
家
族
・
仲
間
の

支
え
が
あ
り
、
そ
し
て
い
く
つ
も
の

表
彰
基
準
を
満
た
し
て
い
た
だ
い
た

賞
で
す
か
ら
、
う
れ
し
さ
と
同
時
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
安
全

第
一
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
責
任
と
社

会
的
使
命
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、

日
を
追
う
ご
と
に
表
彰
の
重
み
を
実

感
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
ズ
シ
リ

と
く
る
感
覚
」
は
誇
り
で
あ
り
、
プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
表
彰
は
、
自
ら

を
律
し
励
ま
す
意
味
で
、
何
よ
り
の

刺
激
で
あ
り
経
験
で
す
。

　
個
人
タ
ク
シ
ー
に
対
す
る
社
会
の

厳
し
い
目
に
は
、
運
転
者
そ
れ
ぞ
れ

の
真
摯
な
姿
を
見
せ
て
信
頼
を
取
り

戻
す
し
か
方
法
は
な
い
と
思
い
ま

す
。「
今
日
も
無
事
故
無
違
反
で
、
お

客
様
の
気
持
ち
に
な
っ
て
運
転
す

る
」
と
出
庫
の
た
び
に
言
い
聞
か
せ

て
い
ま
す
が
、
表
彰
を
き
っ
か
け
に

他
の
模
範
と
な
る
よ
う
一
層
の
努
力

と
自
己
管
理
を
心
掛
け
ま
す
。

受賞者代表の横山勇さん

式辞を述べる土屋信乃夫東京運輸支局長

実
効
の
あ
が
る
街
頭
指
導
の
検
討
へ

第
１
２
６
回
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
委
員
会

　
８
月
29
日
（
火
）
午
後
１
時
開
会
。

議
題
１
　
第
29
回
特
別
指
導
講
習
会

役
務
分
担
に
つ
い
て

議
題
２
　
推
進
指
導
員
用
「
街
頭
指

導
要
領
」
内
容
検
討
に
つ
い
て

　
基
本
的
に
は
原
案
で
良
い
が
、
今

後
は
よ
り
実
効
の
あ
が
る
指
導
方
法

を
考
案
し
て
い
く
。
委
員
全
員
が
一

緒
に
現
場
に
出
て
、
有
効
と
思
わ
れ

る
指
導
方
法
を
試
行
、
次
回
の
委
員

会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
題
３
　
指
導
通
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

　
所
属
団
体
長
宛
の
事
実
確
認
及
び

指
導
要
請
に
対
応
し
な
い
団
体
が
あ

る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ら
団
体
長
に
正
副

会
長
か
ら
の
指
導
を
願
う
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
複
数
回
指
導
を
受
け
た
事

業
者
は
区
分
担
当
者
に
報
告
、対
処
の

可
否
に
つ
い
て
判
断
を
求
め
る
。

議
題
４
　
委
員
・
推
進
指
導
員
の
緊

急
連
絡
体
制
に
つ
い
て

議
題
５
　
指
導
装
備
の
内
容
お
よ
び

取
り
扱
い
に
つ
い
て

議
題
６
　
そ
の
他

①
９
月
街
頭
指
導
に
つ
い
て

②
推
進
指
導
員
の
交
代
お
よ
び
班
長

選
任
に
つ
い
て

財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催

平
成
18
年
度
　
第
23
回
優
良
法
人
事
業
者
及
び
実
務
管
理
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
第
21
回
個
人
タ
ク
シ
ー
優
良
事
業
者
団
体
表
彰

31
団
体
が
表
彰
　

厳
し
い
環
境
で
も
「
安
全
・
安
心
」

　
９
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京
で
、
財
団

法
人
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催

の
第
23
回
優
良
法
人
事
業
者
・
実
務

管
理
者
／
第
21
回
個
人
タ
ク
シ
ー
優

良
事
業
者
団
体
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
個
人
タ
ク
シ
ー
の
部
、
表
彰
団
体

は
次
の
通
り
。

特
別
優
良
表
彰

13
年
　
東
個
協
江
戸
川
第
一
支
部

12
年
　
野
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

11
年
　
東
個
協
世
田
谷
第
二
支
部

特
別
表
彰

８
年
　
東
京
都
民
主
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
協
同
組
合

７
年
　
全
東
京
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組

合

６
年
　
東
優
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

優
良
表
彰

４
年
　
３
団
体
、
３
年
　
１
団
体

一
般
表
彰
　
21
団
体
。
合
計
31
団
体
。

　
表
彰
団
体
を
代
表
し
て
、
東
個
協

江
戸
川
第
一
支
部
の
山
内
久
美
支
部

長
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表彰状を受け取る山内久美さん
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＊
７
月
（
追
加
）

氏
名
　
　
　
　
所
属
団
体

享
年

病
名

佐
伯
光
雄
さ
ん
（
東
個
協
）
66
歳

脳
出
血

＊
８
月

氏
名
　
　
　
　
所
属
団
体

享
年

病
名

赤
川
周
三
さ
ん
（
東
個
協
）
81
歳

脳
出
血

並
木
弘
次
さ
ん
（
野
方
）

65
歳
　
肺
出
血

後
藤
　
敞
さ
ん
（
東
個
協
）
70
歳
　
心
筋
梗
塞

今
泉
　
博
さ
ん
（
東
個
協
）
63
歳

す
い
臓
が
ん

平
野
新
一
さ
ん
（
江
戸
川
）
71
歳

胃
が
ん

須
佐
英
雄
さ
ん
（
個
団
連
）
57
歳
　
胃
が
ん

加
茂
坂
東
次
郎
さ
ん
（
江
戸
川
）
76
歳
　
肺
炎

波
間
榮
一
さ
ん
（
個
団
連
）
56
歳
　
心
筋
梗
塞

坂
口
速
水
さ
ん
（
東
個
協
）
59
歳
　
肺
が
ん

　
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

個
人
タ
ク
シ
ー
誕
生
の

原
点
を
振
り
返
る

　
法
人
タ
ク
シ
ー
が
「
神
風
タ
ク

シ
ー
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
昭
和
30

年
代
初
め
、
世
論
の
後
押
し
と
通
達

の
下
に
誕
生
し
た
個
人
タ
ク
シ
ー
。

安
心
で
き
る
輸
送
機
関
と
し
て
利
用

者
が
待
ち
望
ん
だ
事
業
で
し
た
。
そ

の
後
、
経
済
成
長
と
と
も
に
個
人
タ

ク
シ
ー
は
増
加
し
ま
す
が
、
急
速
な

平
成
18
年
度
の
団
体
長
・
中
核
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
８
月
25
日
か

ら
９
月
11
日
ま
で
の
間
５
回
に
わ
た
り
譖
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

関
東
支
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
譖
全
国
個
人
タ
ク

シ
ー
協
会
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
５
ヵ
年
計
画
」
の
一
環
と
し
て
開

催
。
個
人
タ
ク
シ
ー
の
現
状
に
目
を
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め

る
と
同
時
に
、マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る
議
論
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
団
体
長
・
中
核
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
待
っ
て
で
も
乗
り
た
い
個
人
タ
ク
シ
ー
」

の
原
点
に
戻
ろ
う
！

拡
大
は
事
業
者
の
「
玉
石
混
淆
」
を

生
み
だ
し
て
い
き
ま
す
。
安
心
で
き

る
タ
ク
シ
ー
の
目
安
を
、
と
い
う
利

用
者
の
求
め
に
応
じ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
「
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
」
は
、
自
ら

襟
を
正
す
姿
を
世
論
に
訴
え
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
自
助
・
自
浄
努
力

も
個
人
タ
ク
シ
ー
を
法
的
な
枠
組
み

の
中
に
収
め
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
現
状
で
は
、

事
業
者
一
人
一
人
の
意
識
を
「
や
さ

し
さ
と
、
安
全
・
安
心
を
乗
せ
て
走

り
ま
す
」
と
い
う
原
点
に
一
日
で
も

早
く
戻
す
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

す
。魅

力
あ
る
個
人
タ
ク
シ
ー
に

な
る
た
め
に

　
個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
今
で
も
法
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
こ
と
を
ま
ず
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。
通
達
一
つ
で
位

置
付
け
が
変
わ
る
ば
か
り
か
、
事
業

の
消
滅
さ
え
も
あ
り
得
ま
す
。
批
判

を
浴
び
た
法
人
タ
ク
シ
ー
は
、
運
転

手
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
養
成
・
教
育
に

努
力
を
重
ね
、
業
界
全
体
で
質
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、

手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
た
個
人
タ
ク

シ
ー
は
利
用
者
の
評
価
が
下
が
る
一

方
。「
一
事
業
者
が
お
客
様
に
与
え

る
不
快
感
は
、
個
人
タ
ク
シ
ー
全
体

に
対
す
る
評
価
に
な
る
」
こ
と
を
理

解
し
、
す
べ
て
の
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
お
客
様
第
一
で
ハ
ン
ド
ル
を

握
る
こ
と
で
す
。
マ
ス
タ
ー
を
冠
し

た
事
業
者
を
中
心
に
マ
ス
タ
ー
ズ
制

度
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
個
人
タ
ク
シ
ー

で
活
躍
し
た
い
と
い
う
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
に
も
全
員
が
一
丸
に
な

る
時
で
す
。

「
人
柄
」
が
お
客
様
を

満
足
さ
せ
る

　　
個
人
タ
ク
シ
ー
制
度
が
存
続
す
る

た
め
に
は
、
公
共
輸
送
機
関
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
考
え
直
す
こ
と
が
大
事
で

す
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
は
「
お

客
様
の
気
持
ち
を
察
す
る
」
た
め

に
、
経
験
に
磨
か
れ
た
個
人
タ
ク

シ
ー
事
業
者
一
人
一
人
の
「
人
柄
」

を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
。
目
的
地

ま
で
の
間
、
お
客
様
を
「
ガ
ッ
カ
リ

さ
せ
な
い
」
こ
と
で
す
。
も
し
自
分

が
乗
客
だ
っ
た
ら
、
運
転
手
の
ど
ん

な
言
葉
が
う
れ
し
い
か
、
乗
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
か
。
一
人
の
利
用

者
と
し
て
考
え
て
み
る
と
接
客
サ
ー

ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま

す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
の
フ
ァ
ン
を
増

や
せ
ば
、
常
に
個
人
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
い
と
考
え
る
「
顧
客
」
は
増

え
て
い
き
ま
す
。
人
柄
か
ら
に
じ
み

で
る
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
、
態
度
、

表
情
と
が
備
わ
っ
て
こ
そ
、
個
人
タ

ク
シ
ー
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
お
客
様
を
満
足
さ
せ
る
の
で
す
。

　
基
調
と
な
る
講
話
の
後
、
マ
ス

タ
ー
ズ
制
度
へ
の
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
研
修
を
通
じ
て
理
解
を

深
め
た
方
、
制
度
の
分
か
り
に
く
さ

を
指
摘
す
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

講演をする原勇会長

で
意
見
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。
各
団

体
長
、
中
核
リ
ー
ダ
ー
が
地
元
で
マ

ス
タ
ー
ズ
講
習
会
を
開
く
側
に
立
つ

時
に
、
大
い
に
役
立
つ
論
議
に
な
り

ま
し
た
。

質疑応答では活発に意見交換がなされました

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成
18
年
10
月
の
街
頭
指
導
計
画

重
点
指
導
地
区
　

１
　
銀
座
新
幸
橋
・
花
椿
通
り
な
ど

２
　
新
宿
駅
周
辺

準
重
点
指
導
地
区

１
　
池
袋
駅
周
辺

２
　
六
本
木
地
区

３
　
上
野
駅
周
辺

・
交
通
安
全
業
務
及
び
違
法
行
為
の

防
止
指
導

平
成
18
年
10
月
の
特
別
公
開
指
導

平
成
18
年
10
月
27
日
（
金
）

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で

銀
座
地
区
周
辺

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り

場
周
辺
に
お
け
る
交
通
安
全
業
務

平
成
18
年
11
月
の
街
頭
指
導
計
画

重
点
指
導
地
区
　

１
　
新
橋
駅
銀
座
口
な
ど

２
　
渋
谷
駅
周
辺

準
重
点
指
導
地
区

１
　
東
京
駅
周
辺

２
　
六
本
木
地
区

３
　
神
田
駅
周
辺

・
交
通
安
全
業
務
及
び
違
法
行
為
の

防
止
指
導

平
成
18
年
11
月
の
特
別
公
開
指
導

平
成
18
年
11
月
22
日
（
水
）

午
後
11
時
か
ら
翌
午
前
２
時
ま
で
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○
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○
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○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

渋
谷
駅
周
辺

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り

場
周
辺
に
お
け
る
交
通
安
全
業
務


